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クリスマス島の水爆実験の抗議船として 
  

ビキニ水爆実験(1954 年 3 月 1 日)で、大きな核被災を受けた第五福竜丸と 150 隻ともいわれる室戸のマグロ

船。水揚げされたマグロはガイガーカウンターをガリガリガリと鳴らし、多くの魚が廃棄された。経済的な損害はどれだ

けのものだったのだろうか。船からも、放射線は検出され、合羽やタオル、軍手からも放射能は検出された。 

 アメリカは「核の平和利用」などと言いながら、太平洋上では核実験を繰り返していた。1956 年にはビキニ島で 6

回、同じマーシャル諸島のエニウェク島で 11 回、1958 年にはエニウェク島で 22 回、ビキニ島で 10 回の実験が行

われている。これらはアメリカの核実験だが、その間を縫い、遅れまいとするかのようにイギリスは 1957 年から

1958年にかけてクリスマス島で 7回の核実験を行っている。 

ドキュメンタリー映画「クリスマスソング 放射線を浴びた X 年後」が 5 月 24 日に日本テレビ系で放映された。そ

こには、そのクリスマス島の核実験のさなかにクリスマス島に向かう一隻の船(第 7幸鵬丸)が映し出されていた。

第 7幸鵬丸の檜垣さんの聞き取り 

5 月 9 日、檜垣昌作さん訪問。檜垣さんはその第 7

幸鵬丸に当時「カシキ」として乗船していたということで

す。檜垣さんは港に行って留守ということでした。奥さん

が出迎えてくれ、代わりに檜垣さんの様子を話してくれ

ました。 

20 分ほどたったころ檜垣さんが帰宅し、本人から聞

き取ることができました。以下、話してくださった内容を

メモ書きします。 

・自分は、昭和 14(1939)年生まれ。15 才の時(S29)

から平成９年まで代々の幸鵬丸に乗った。 

・浦賀港を拠点に出漁し、1 年に一度種﨑のドックには

いっていたと思う。 

・初乗船は、第七幸鵬丸だった。クリスマス島核実験抗

議船だったといわれている。 

・船に抗議ののぼり旗が立っていたことは覚えているが、

１５才の初乗船であったため、抗議船を出すことにな

ったいきさつや核実験が行われてきた経緯や情勢は

わかっていなかった。 

・カメラマンが、映画製作のために乗船していた。一航

海を共にしたので親しくなった。 

※そのカメラマンは、映画「荒海に生きる」の制作者

である亀井さんのことだ。 

・スコールが来ると「放射能を浴びるき出るな」と言われ

た。昼食は毎日刺身で生活用水として海水を利用し

た。 
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・マグロの廃棄は二航海分だった。 

・二十幾つかの時に浦賀で盲腸の手術をした。退院する

のを船は待ち出港した。 

・その後、船を降りるまで大病をすることはなかったが

現在肝臓を悪くしている。 

最後に沖ノ島出身の岩城さんのことを尋ねたが知ら

ないとのことでしたが、沖ノ島出身の元船員である浜辺

春市さんが近くに住んでいるということを教えてくださ

った。 いろいろと教えていただきました。ありがとうご

ざいました。                   (西内) 

沖ノ島出身の浜辺春市さんを訪ねました

檜垣さんに紹介していただいた浜辺さんを訪問しまし

た。浜辺さんは 1936年生まれ。沖ノ島の出身です。 

○聞き取りの内容 

・ビキニの時には、一回 魚をおろしてガイガーをあてら

れて 魚をすてたことがある 

・補償も何もなかった。 

・55 歳まで乗ったが、乗っている時には病気はほとんど

しなかった。蓄膿の具合が悪かったことはある。それ

と、一回アフリカ沖で具合が悪くなって 3 日くらい寝

たけど良くならないので、帰そうということで、アビジ

ャンから飛行機で帰ってきた。 

・肺気腫だった。操舵手をやっていたので、縄を上げて

からも船を移動させなぁいかんので眠る暇がない。

あげ縄の時には、魚の記録をとらんといかんというこ

とでどうしてもタバコが増える。40 歳の時からだった

と思う。 

・82歳の時に、大腸を 10センチ切った。 

・120ｔ位の船の時だったと思うが、その頃は、ガイガー

カウンターを船に積んでいた。雨が降ったときに、ガイ

ガーのスイッチを入れたらガーガーとなった。「雨にあ

たられんぞ」と言っていた。 

・沖ノ島の中学校を卒業して室戸に来た。親父も戦死し

ていたので、働かないといかんかった。室戸岬の船員

組合を頼ってきたら、次の日には乗る船が決まってい

た。 

・船員組合の事務所は、堤防のところにあった。浦賀に

引っ越した時には大きなものになっていた。漁が終わ

ったら、その宿泊施設でみんな泊まっていた。食堂も

あったし。家族のいるものは呼んでいた。 

・沖ノ島は、もう引き上げており墓もこっちに作っている。 

・沖ノ島出身者は何人かおる。岩城留一さんはだいぶ上、

別の船で船頭をしていたのではないか。 

○若干の整理 

乗船履歴をお尋ねすると次のようなことがわかりまし

た。 

  ・第 2幸鵬丸 (1953.7.10～1956.5.14) 

  ・大鵬丸   サモア船団 1年くらい 

  ・第？幸鵬丸 55歳まで 最後は第 88幸鵬丸 

浜辺さんは、船員組合の記録にも名前があり、それに

よると、1953 年から第 2 幸鵬丸に乗っていることがわ

かります。中学校を卒業してすぐに室戸岬に来られて、

すぐに船も決まっていたということでしたので、もしかし

たら、第2幸鵬丸の前にも乗っていた船があるかもしれ

ません。ちなみに第2幸鵬丸は昭和26(1951)年 11月

に進水した船で、総トン数 53.45tの木船です。 

「サモア船団」というのは、1953 年にアメリかのバン

キャンプ社がサモアにマグロの缶詰工場をつくったこと

に始まります。室戸のマグロ船も船団に入りサモア周辺

で操業しサモアの工場に水揚げしていたようです。

1957年の「遠洋」№34に

第 3万寿丸の船員が船主

と賃金交渉したことが報道

されています。しかし、い

つからどのくらいの船がい

つ頃までサモアに行ってい

たのかの正確な記録がな

く、調査研究が求められま

す。(濵田) 

 

「遠洋」1957.12.01 より 
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◆６月の調査活動 

山下晧平さん(第 2幸成丸)を訪問 

6月 26日に、第 2幸成丸(当時)関係の元船員さん

を訪ねる取り組みを行いました。その中でお会いできた

のが山下さんでした。山下さんは 1936(S11)年生まれ、

現在は、室戸市元にお住まいです。奥さんとにこやかに

お話していただきました。以下、お話の内容のメモ書き

です。 

・第二幸成丸に乗ったのは、1954年3月の航海の次の

航海から乗った。 

・乗船歴は S28年～32年まで 

・S32 年に腎臓を悪くして乗船前に健康診断した時に、

医者に「この状態で乗ったら死ぬぞ」と言われたが、

乗っていった。 

・焼津に入港して、すぐに入院した。S32 年～33 年の

間入院した。 

・S33年にマグロ船は下りた。体はよくなっていった。 

・70 歳の時に胃がん。79 歳の時に他にも見つかった。

今も病院通いが続いている。 

 体調が思わしくないのにも関わらず、当時のことなど 

お話していただきましたありがとうございます。 

第 2 幸成丸は 1954年 2 月～4 月の操業はマーシ

ャル近海であり、4/15 東京に入港した時には方向探知

機から 4000カウントの放射線が検出されている。その

次の操業航海は、マーシャルを避けてチモール方面(主

にバンダ海)でした。山下さんは、この航海に乗っている

と思われます。しかし、5/５の実験(ヤンキー13.5Ｍt)は

3/1 のものに次いで大きな規模のもので、影響を受け

ている可能性があります。船体からは 86 カウントが検

出されています。第 2 幸成丸は 1955 年はバンダ海で

の操業を続けますが、1956年～1957年の間は「日本

冷凍」と契約し、10～12 隻の船団を組みサモアやタヒ

チ周辺で操業をして、サモアの「バンキャンプ社」の缶詰

工場に水揚げしていました。その翌年 1958 年に神戸

の「日本発動機」売りに出されています。第 2 幸成丸は

1954 年のビキニ水爆実験から 1957 年のクリスマス

島の実験まで核実験の中を操業し続けていたというこ

とになります。(聞き取り-橋田、前田、西内) 

 

 

 

<詩の紹介> 

「魚」         大崎二郎 

灯  一点なし 

 

まっくらい大洋に漂い 

一本の釣糸を垂れている 

垂れてまつ 

 

幼年の方から泳ぎくる一本の魚 

 

ぼうばくとはかりがたい 

海の量の 

その一点に泳ぎいたる魚を待つ 

 

一匹の宇宙を 

一匹の恐怖の手ごたえを待つ 

 

そのあまりにも空しい所業のゆえに 

充実して空にあふれる時間 

少年は夏であり 

鼻にはいる海水の鹹さを 

重たすぎる昼寝をむさぼる 

 

夜明け近くではねまわる一匹の魚を 

俺はしめころすのだ 

 

第 2 幸成丸 ※山下晧平さん提供 
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「海」       大崎二郎 

それを語りえたものはいない 

海を、知っているとは 

己れをしっているというにひとしく傲慢だ 

 

海、永遠にひとつの呪文を囁きつづけるもの 

何たる恐怖と、倦怠そのものであろうか 

 

とざされた闇のなかで 

かすかにふるえる一輪の白いばら 

その花弁のなかに一滴の涙となって結晶してゆく辛い

海よ 

 

私がそれを思うとき、きまって不美味な樹の幻覚におそ

われるのだ 

肥洋たるそのひろがりのはてに 

思惟の枝葉をしげらせる一本の透明な樹の幻ていてい

と高く 

私はまだその梢をみたことがない 

いつからその樹をゆめみるようになったのか 

あの 海いちめん燃えつづけた時代からだろうか 

 

否、私がまだ海の胎内にあった頃からか 

もっとも私は長いあいだ 

荒々しい酔いの海を漂っていたようにも思う 

言い訳はすまい 

今では記憶だけが饒舌なのだ 

豊富なものはそれだけだ。 

 

海は一絃の琴のように夜の空をひびきわたり 

時に息をのんで声もない 

うずきやまぬ心の海で 

今日もまぼろしの樹から 

雪をまじえて降りしきる言葉、枯葉 

その下で老僧がひとり落葉を掃いている 

 

海はしだいに凍りはじめ 

素足の僧の吐く息が白い 

掃いたあとに容赦なく又落葉がふりつみ 

掃きあつめた落ち葉は再び風にまいたち 

それでもだまって掃いている 

空を仰がずに だまって 

 

生きる、とはそういうことかも知れぬ 

大崎二郎の詩について 

「暗闇の中 潜む海の恐怖と倦怠」  

朝日新聞デジタル版 2021.06.25 より 抜粋 

須崎市出身の詩人・大崎二郎をかつてこの連載で取

り上げた。それを読んだという映像作家の甫木元空さん

が私を訪ねてくれたのは昨夏のことだった。 

 甫木元さんは１９９２年生まれ。高知のマグロ漁船を含

む多数の日本漁船が被曝した５４年のビキニ事件を、元

漁師や家族への取材を通して追っている。 

 そのなかでビキニ事件のことも詩にしている大崎の存

在にたどり着いたそうだ。 

 母なる海、とよく言うが、そこに恐怖と倦怠が横たわっ

ていることを忘れてはならない。人間の傲慢さによる水

爆実験は何をもたらしたか。海とともに育った者の言葉

ゆえに迫真さがある。 

 重要なことはもうひとつ。大崎に重ねられた灯台のイメ

ージだ。海とともに、陸を照らす存在。当事者の視点と

同時に、他者の視点も持つ人。 

 むしろ、本質的には他者であるのに、行動と想像力と

によって当事者の視点を持ち得た人、というべきか。 

 

 

 

ビキニデーin 高知実行委員会による 

「平和のための映画会」安芸会場 

「ひろしま」・「ヒロシマへの誓い―サーロ

節子とともに－」 二本立て 

8 月 15 日(日)13 時開場  

会場－安芸市総合社会福祉センター 

※ビキニ核被災者とご遺族の皆さんをご招待

します。是非おいでください。 


